
●
新
会
員
代
表
者
紹
介

廣
瀬

良
弘駒

澤
大
学
学
長

石
井
清
純
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

四
月
一
日
付
で
廣
瀬
良
弘
文
学
部
教
授
が
新

学
長
に
就
任
し
た
。

廣
瀬
良
弘
新
学
長
は
一
九
四
七
年
埼
玉
県

杉
戸
町
の
生
ま
れ
。
一
九
六
六
年
埼
玉
県
立

春
日
部
高
等
学
校
卒
。
一
九
七
〇
年
駒
澤
大

学
文
学
部
歴
史
学
科
卒
、
一
九
七
五
年
駒
澤

大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
日
本
史
学
専

攻
博
士
課
程
満
期
退
学
。
一
九
八
七
年
駒
澤

大
学
文
学
部
専
任
講
師
に
就
任
、
助
教
授
を

経

て
一
九
九
五
年
教
授

。
一
九

九
九

年

文
学

部
歴

史
学
科

主
任
。
二
〇
〇
二
年

か
ら
二
〇

〇

六
年

ま
で
教
務
部
長
。
ま
た

、
二

〇
一
三

年
三
月

ま
で
七
年
間
、
陸
上
競

技
部
部
長
を

務

め
る
。
こ
の
間
に

一
九
八
五
年

、
駒
澤
大

学

か
ら
学
位
（
文
学
博
士
）
を
取

得
し

て
い
る
。

専
門
分
野
は
日
本
中

・
近
世
史

、
日
本
禅

宗
史

。
特
に
禅

宗
の
地
域
的
展

開
の
研

究
を

専

門
と
し

、
禅
僧
や
禅

寺
が
戦
国
期

か
ら
近

世

初
期

に
か
け
て
大
展
開
を
遂

げ
た
こ
と
に

つ
い
て
考
究
し
て

い
る
。

ま
た
、
史
料
保
存

・
保
全
に
も

関
心
を
示

し

、
地
方

史
研

究
協
議
会

の
常

任
委
員

を
務

め
、
現
在
は
全
国
八
十
七
の
歴
史

学
会
を
束

ね

る
日

本
歴
史
学
協
会
の
会
長
と
し

て
も
活

躍
し
て

い
る
。

駒
澤

大

学
は

北
日

ヶ
窪
（
現
・
六
本
木
ヒ

ル
ズ
）
に
開
校
し

て
、
昨
年
百

三
十
周

年
。

今
年

は
そ
こ
か
ら
駒
沢
に
移

転
し

て
百

年
。

廣

瀬
新

学
長
は
こ
の
伝
統
を
踏
ま
え

、
建
学

の
理
念

「
行

学
一
如
」

の
も
と

、
必
修

で
あ

る
「
仏

教
と

人
間
」
に
加
え
て

、
初
年

次
教

育

の
充
実

、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
導
入

に
よ

り

、
主

体
性
を

身
に

つ
け
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社

会

に
適

応
す
る
と
と
も
に
、
会
社

や
地
域
社

会

の
核
と

な
っ
て
働
け
る

グ
ロ
ー
カ
ル
な
人

材

の
育
成

を
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。

●
新
学
長
紹
介

野
島

正
也文

教
大
学
学
長

大
橋
ゆ
か
子
前
学
長

の
任
期

満
了

に
伴

い
、

四
月

一
日
付
で
野
島
正
也
人
間

科
学
部
教
授

が
学
長

に
就
任
し
た
。

野
島
正

也
新
学
長
は

、
一
九
四
七

年
新
潟

生

ま
れ
。
新
潟
大
学
教

育
学
部
を

卒
業
後
、

同
大

学
専

攻
科

を
修
了

、
東
京

教
育
大
学
大

学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課

程
を
一
九
七
七

年
退

学
、
文
教
大
学
人
間
科

学
部
専
任

講
師

と
し

て
赴
任
。
助
教
授

、
教

授
を
経
て
、
二

〇
〇

六
年

よ
り
人
間
科
学
研
究

科
長
と

生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
長
を
兼
任
、
二
〇

〇
九
年

よ

り
人
間

科
学
部
長
と
副
学
長
を
兼
任

。

専
門
は
生
涯

学
習
論

・
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
ニ

ン

グ
論

。
内

閣
府
統
計
委
員

会
専
門

委
員
、

国
立
教

育
政
策
研
究
所
客
員
研
究
員

、
埼
玉

県

生
涯

学
習
審
議
会
会
長
な

ど
を
歴
任
し

た
。

現

在
、
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
局
統
計

ア
ド
バ
イ

ザ
ー
。

文

教
大
学
は
二
つ
の
キ
ャ
ン

パ
ス
か
ら

な

る
。
埼
玉
県

越
谷
市
に
教

育
学
部

、
人
間
科

学

部
、
文

学
部
の
三

学
部
、
神

奈
川
県
茅

ヶ

崎
市
に
情

報
学
部
、
国
際
学

部
、
健

康
栄

養

学

部
の
三
学
部
（
二
〇
一
四
年
度
に
経
営
学
部

が
加
わ
る
予
定
）
が
あ
る
。

設
置
母
体

で
あ
る
文
教
大
学
学
園

の
建

学

の
精

神
で

あ
る
「
人

間
愛
」
に
基
づ
き
、「

て

い
ね

い
に
た
く

ま
し
く
育
て

る
」
教

育
を
実

践
中
で

あ
る
。
就
任
早
々
に
学
長
を
モ

デ
ル

に
し
た
「

の
じ

の
じ
く
ん
」
携
帯
ス
ト

ラ
ッ

プ
が
製
作
さ

れ
る
な
ど
、
親
し
み

や
す

い
キ

ャ
ラ

ク
タ
ー
が
大
学
の
内
外
に
発
信
さ

れ
て

い
る
。

新
学
長
は

、
「
教

育
の
文

教
」
「
授
業

の
文

教
」
を
掲

げ
て

大
学
の
教
育
力
ア
ッ

プ
を
推

進
す

る
一
方

、
学
生
に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
く

の

が
楽

し

い
と
思

っ
て

も

ら
え

る
よ

う
な

「
対
話
重
視
」

の
環
境
づ
く
り
に
も
意
欲
を

燃
や
し
て

い
る
。



私立大学
フォーラム

私 立大 学は教育立国の

再構築に挑 戦します。

平成25 年度 グランドテーマ

教育立国の再構築を目指した

私立大学の挑戦

申 込方 法

インターネットでお 申し込 みください ●http://www.shidairen.or.jp/

参 加 無 料 ・事 前 予 約

私 立 大学 フォーラムお 問 い 合 わせ事 務 局TEL:0120-134-572

受 付 時 間 ：10:00 ～17:00 ［月～ 金 曜 日 （祝日 除 ）］

東京

9

月
2
1
日

（
土

）

1 3

時

～

丸

ビ

ル

ホ

ー

ル

【
テ
ー
マ

】
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
教

育
改
革

-
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
か
ら
の
ヒ
ン
ト
-

・
平
野
正

雄
氏

（
早
稲
田
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ー
ル
教
授
、
元
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
・
ア
ン
ド
・
カ

ン
パ
ニ
ー
日
本
支
社
長
、
元
カ
ー
ラ
イ
ル
日
本

共
同
代
表
）

・
八
木

洋
介
氏

（（
株）
L
I
X
I
L
グ
ル
ー
プ
執
行
役

副
社
長
）

【
開
催
趣
旨
】
急
速

に
進
む
社
会
や
産
業
界

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

。
そ

の
国

際
競
争
力

の
源

は
、
技
術
力

・
ブ
ラ
ン
ド
力

・
組
織
力
で
あ

り
、
そ
れ
に
加
え

ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
市
場

の
変
化
に
応
じ

て
修
正

し
て

い
く
環
境

適
応

力

が
必
要
不
可
欠

で
す
。
こ
れ
ら

の
力
を

支

え

る
の
は
人
で

あ
り

、
こ
れ
か
ら

の
日

本
社

会
を
支
え

る
た
く
ま
し

い
人
材
を
育

て
る
こ

と
が
教

育
の
役

割
で
す
。
創
造
性

や
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
で
き
る
人
材

の
育

成
・
活

用
は
、
緊

急
を
要
す
る
課
題
と

な
っ
て
い
ま

す
。

ビ
ジ
ネ

ス
の
現
場
か
ら
見
た

グ
ロ
ー

バ

ル
化

の
実

態
に
加
え
て
課
題
解
決

に
向
け
た

企
業

の
工

夫
を
紹
介
し

、
大

学
の
教
育
改
革

の
ヒ
ン
ト
と
し
ま
す

。

仙台

1
0月
1
2日

（
土

）

1
3時
～

東
北
学
院
大
学

「
押
川
記

念
ホ
ー
ル
」

【
テ
ー
マ

】
被
災
地
復
興
と
大

学
・
学
生
の

役
割

・
大
東

和
美
氏
（
公
益
社
団
法
人
日
本
プ
ロ
サ

ッ
カ
ー
リ
ー
グ
チ
ェ
ア
マ
ン
）

・
戸
羽

太

氏
（
陸
前
高
田
市
長
）

・
原

田
勝
広
氏

（
明
治
学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
長
）

・
木

山
啓
子
氏

（
N
P
O

法
人
J
E
N

理
事
・

事
務
局
長
）

【
開

催
趣
旨
】
二
〇

一
一
年
三
月
十

一
日

に

発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
に
よ

る
地
震
と

津

波
、
そ
し
て
原
発
事
故

は
深
刻
な
被
害
を
東

北
地
域
に
も

た
ら
し

ま
し
た
。
震
災
発
生
以

降
、
多
く

の
大

学
は
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
被
災

地
復
興
へ
の
さ
ま
ざ
ま

な
取
り

組

み
を
行

っ
て

い
ま
す
。
支
援
活

動
の
中
で
生

じ
た
課
題

に
取

り
組
む
こ
と
も

、
教
育

・
研

究
機
関
と
し

て
の
大
学
に
課
せ

ら
れ
た
使
命

で
す

。
本

当
に
必
要
な
支

援
と

は
何
か
を
大

学
目
線

だ
け
で
は
な
く
市
民

の
方

々
と
共
に

考
え

、
大
学
が
地
域
社
会
と
と

も
に
復
興
に

取
り

組
む
方
法

や
、
防
災

や
減
災
に
向
け
た

体

制
づ
く
り
に

つ
い
て

考
え

ま
す
。

京都

1
1 月
1
6
日

（
土

）

1
3時

～

京

都

産

業

大

学

「

む

す

び

わ

ざ

館

」

【
テ
ー
マ

】
多
様

化
す

る
時
代
を
乗
り
切
る

た

め
の
私
立
大
学
か
ら

の
提
案

・
本

間
政
雄
氏

（
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

会
長
、
関
東
学
院
常
務
理
事
〔
企
画
・
国
際
・

社
会
連
携
担
当
〕
）

・
田

中
愛
治
氏

（
早
稲
田
大
学
理
事
〔
教
務
部

門
総
括
〕
）

・
日
比
谷
潤
子
氏

（
国
際
基
督
教
大
学
学
長
）

・
石

川
憲
一
氏
（
金
沢
工
業
大
学
学
長
）

【
開
催
趣

旨
】
大
正

七
年
の
大
学
令
公
布

に

よ
り
大
学

へ
と
昇

格
し
た
私
立
大
学

は
、
社

会

の
要
請

に
応
え

る
組
織
と
し

て
多
様

な
人

材
の
育
成

に
努

め
て
き
ま
し
た

。
そ
の
試
み

は

、
国
立

大
学
の
填
補
を
目
的

と
し

た
活
動

で

は
な
く

、
各

大
学

が
掲

げ
る
自
主
闊
達
な

教
育
理

念
の
実
現
を
目
指

す
も

の
で
す
。
一

方

で
昨
今

、
大
学
と
社
会

の
実

情
と
の
乖
離

が
指

摘
さ
れ
て

い
ま
す

。
私
立
大
学
に
は
新

た
な
提
案
の
社
会
へ

の
提
示

、
日
本
の
高
等

教
育
の
変
革
を
担
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
て

い

ま
す
。
先
駆
的
な
教

育
課
程

の
事
例
を
通
じ

た
柔
軟
な
発
想
と
自

主
性
に
富
む
私
立
大

学

主
導
の
高
等
教

育
の
将
来
像
を
展
望
し
ま

す
。



連
盟
ニ
ュ
ー
ス

●
私
大
連
盟

「
第
一
回
学
長
会
議
」
開
催

平
成
2
5年
6

月
1
5
日
～
1
6日

の
二
日

間

に
わ
た
り
、

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル

京
都
に
て

「
平
成
2
5
年
度
第
一
回
学
長
会

議
」
を
開
催

。「
『
大
学

教
育

の
質
的
転
換
』

を
ど
う
進
め

る
か

」
を
テ
ー

マ
に
掲

げ
、

四

つ
の
教

育

プ
ロ

グ
ラ
ム
（
学
生
の
主
体

的
な
学
習
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
、
中
等
教
育

と
の
接
続
、
地
域
社
会
に
お
け
る
問
題
解
決
）

を
討
議
の
柱
に

据
え

、
各
大
学

の
様

々
な

取
り
組
み

の
仕

掛
け
や
仕
組
み

の
共
有

を

通
じ
て
、

個
々
の
大

学
に
お
け

る
主
体

的
、

か
つ
自
律
的
な
質

的
転
換
方
策
に

つ
い
て

考
え

る
機
会

の
一
助

と
す

べ
く
開
催
し

、

六
十
五
法
人

六
十

九
名
が
参
加
し

た
。

●

企

画

案

・

ご

意

見

ご

感

想

の

募

集

広

報

・

情

報

部

門

会

議

（

大

学

時

報

）

で

は

、

購

読

者

の

ニ

ー

ズ

に

よ

り

合

致

し

た

情

報

を

提

供

す

る

た

め

、

企

画

案

・

ご

意

見

ご

感

想

を

随

時

募

集

し

て

お

り

ま

す

。

①

募

集

内

容

：

企

画

案

（

テ

ー

マ

と

趣

旨

）
、

ご

意

見

ご

感

想

、

②

書

式

：

自

由

（
A
4

一

枚

程

度

）
、

③

提

出

先

：
d
a
i
g
a
k
u
j
i
h
o

＠
s
h
i
d
a
i
r
e
n
.
o
r
.
j
p

④

そ

の

他

：

連

絡

先

（

お

名

前

、

大

学

名

等

）

を

明

記

く

だ

さ

い

。

編

集

後

記

□

本
年

四
月

よ
り
、
『
大
学

時
報
』

発
行

の
一

翼
を

担

う
広

報
・

情

報
部

門
会

議

（
大
学
時
報
）
委
員
と

い
う
大

役
を
仰
せ

つ

か
っ
た
。
業
務
経
験

も
浅

く
力
不

足
で
は

あ
る
が
、
精
一
杯
努
力
す

る
所
存
で
あ

る
。

最

初
の
仕
事
は
、
本
号

の
特
集
「
学
生

に
海
外

体

験
を
-

留
学
の
ス
ス

メ
」
の

編
集
責
任
者
で
あ

る
。
と

い
っ
て
も
、
六

人

の
先
生
方
か
ら

ご
寄
稿

い
た
だ

い
た
各

原
稿

を
拝
読
し
、
掲

載
順
を

考
え

る
こ
と

が
主

な
仕
事
だ
っ

た
。
そ

れ
ぞ
れ
、
日
本

の
み

な
ら
ず
海
外
で
活

躍
で
き
う
る
人
材

の
育
成
に
つ

い
て
、
各
校

の
先
進
的
な
取

り

組
み
や
、
筆
者
の

お
考
え

が
紹
介
さ
れ
、

非

常
に
示

唆
に
富
む

も
の
で
あ
っ
た
。
多

く
の
読
者
が
お
持
ち
で

あ
ろ
う

課
題
を
、

解
決

す
る
ヒ
ン
ト

が
ち
り

ば
め
ら
れ
て

い

る
と

感
じ
た
私
は
、
六
本

す
べ
て
を
お
読

み

い
た
だ
き
、
多
く

の
大

学
か
ら
、

グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
が
輩
出

さ
れ
る
こ

と
を
願

い

掲

載
順

を
考
え
た
。

初
仕
事

の
責
任
は
重

大

で
あ

る
…
…

。
（
広
報
・
情
報
部
門
会
議

（
大
学
時
報
）
委
員
・
関
西
大
学
広
報
室
広

報
課

中
川

雄
弘
）

□
大

学
評
価
や
そ

れ
に
伴
う

ラ
ン
キ
ン

グ

は
、

と
も
す
れ

ば
一

部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム

の
限
ら

れ
た
問
題
関
心
か
ら

興
味

本
位
に

取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く

、
そ
う
し

た
評
価

が
様

々
な
問
題
点
を
抱
え

て
い
る

こ
と
は
改

め
て
指
摘
す
る
ま

で
も

な
い
。

他
方

、
日
本
の
全
学
部
生

の
ほ

ぼ
八
割

を
教
育
し

て
い
る
私
立
大
学
は

、
大
学
の

個
性
を

充
実
さ
せ
つ

つ
、
将
来

の
日
本
を

担
う
人

材
の
育
成
と

い
う
責

務
を

担
っ
て

い
る
。

そ
の
た
め
の
大
学
改
革

は
切
迫
し

た
課
題

で
あ
る
が
、
改
革

の
出
発

点
、
あ

る

い
は
改

革
プ
ロ
セ
ス
の
参
照
点

と
な
る
、

よ
り
公
正

で
客
観
的
な
評
価

の
た
め
の
指

標

が
、
自

他
と
も
に
必
要
と

さ
れ
て
い
る

こ
と
も

、
ま

た
否
定
で
き
な

い
趨
勢
で
あ

ろ

う
。
加

え

て
現

在

進
行

し

つ

つ
あ

る

「
大
学

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
」
構

築
と

の
連
関

も
重
要

な
論
点
で
あ
る
。

今
回

の
小

特
集
が
、
大
学
評
価

の
発
展

の
経
緯

や
、
評
価
項
目
の
変
遷

、
様

々
な

形
の
ラ

ン
キ
ン
グ
の
意
味
に

つ
い
て
、
理

解
の

一
助
と

な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

（
広
報
・
情
報
部
門
会
議
（
大
学
時
報
）
委
員
・

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

赤
木

完
爾
）

□

ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
は
国
内
産

か
海
外

産
か
。

野
菜
を
買

う
何
気
な

い
行
動

に
も

「
グ
ロ

ー
バ
ル
化

」
は
見
え
隠
れ
す

る
こ

と
に
ふ

と
気

が

つ

い
た
。
「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
」

や

「
国
際
化
」
と

聞
く
と
、
特
定

の
地

域
や
職

種
に
限

っ
た
話
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
が
ち

だ

が
、
実

は
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
密
接

に

関

わ

り

、

好

む

と

好

ま

ざ

る

と

に

か

か

わ

ら

ず

、

グ

ロ

ー

バ

ル

化

は

や

っ

て

く

る

。

本

号

の

座

談

会

で

は

、

い

ま

学

生

に

求

め

ら

れ

て

い

る
外

国

語

教

育

に

つ

い
て

、

特

集

で

は

、

留

学

体

験

を

通

じ

た

グ

ロ

ー

バ

ル

人

材

養

成

の
取

り

組

み

を

紹

介

し

、

座

談

会

・
特

集

を

通

し

て

、

大

学

教

育

に

お

け

る

グ
ロ

ー

バ
ル

化

を

考

え

た

。

ま

た

、

グ

ロ

ー

バ

ル

化

に

劣

ら

ず

、

話

題

の

ツ

イ

ッ

タ

ー

や

フ

ェ

イ

ス

ブ

ッ

ク

な

ど

の
S
N
S

。

新

た

な

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

ツ

ー

ル

と

し

て

若

者

に

支

持

さ

れ
て

い

る

。

し

か

し

、
S
N
S

に

お

け

る
モ

ラ

ル

や

危

険

性

に

つ

い

て

の

十

分

な

認

識

を

も

た

ず

に

利

用

し

て

い

る

学

生

は

少

な

く

な

く

、

ト

ラ

ブ

ル

に

な

る

ケ

ー

ス

も

あ

る

。

こ

う

し

た

中

、
S
N
S

教

育

の

重

要

性

が

注

目

さ

れ

て

お

り

、

本

誌

「
S
N
S

と

共

存

す

る

社

会

へ
」

が

、

読

者

の

十

分

な

認

識

を

得

る

一

助

と

な

れ

ば

幸

い

で

あ

る
。

（
日
本
私

立
大

学
連
盟

事
務

局

春

名

貴
明
）

●

お

詫

び

と

訂

正

『
大

学

時

報

』
（
平

成
2
5
年
5

月

号

）
連

盟

ニ

ュ

ー
ス

「
平

成
2
5
年

春

の

叙

勲

（
連

盟
関

係

者
）
」
（
前

号
1
2
2頁
上

段
5

行

目

）

に

お

い

て

、

丸

茂

新

氏

の

役

職

を

「
関

西

学

院

大

学

名

誉

教

授

」

と

掲

載

す

べ

き

と

こ

ろ

誤

っ

て

「
関

西

大

学

名

誉

教

授

」

と

掲

載

い

た

し

ま

し

た

。

お

詫

び

し

て

訂

正

い

た

し

ま

す

。
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愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡 見 学 園 女 子 大 学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
三 重 中 京 大 学

中 央 大 学
獨 協 大 学

獨 協
医 科 大 学

姫 路 獨 協 大 学
同 志 社 大 学
同 志 社 女 子 大 学

フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学
福岡女学院看護大学
学 習 院 大 学
学 習 院 女 子 大 学

白 鴎 大 学
阪 南 大 学

広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学

兵 庫 医 科 大 学
兵 庫 医 療 大 学

実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
聖 母 大 学
城 西 大 学
城 西 国 際 大 学

順 天 堂 大 学
関 西 大 学
関 西 医 科 大 学
関 西 学 院 大 学

関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
活 水 女 子 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学

敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学

神戸 海 星女子 学 院大学
國 學 院 大 学

国 際 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学

駒 澤 大 学
苫 小 牧 駒 澤 大 学

皇 學 館 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学

京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学

松 山 大 学
松 山 東 雲 女 子 大 学

明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮 城 学 院 女 子 大 学

桃 山 学 院 大 学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学

武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学

日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学

大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学

大 阪 女 学 院 大 学
追 手 門 学 院 大 学
大 谷 大 学

立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学
立命館アジア太平洋大学

龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学

流 通 経 済 大 学

西 武 文 理 大 学

聖 学 院 大 学
成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学

清 泉
女 子 大 学

聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学
石 巻 専 修 大 学
芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学
仙台白百合女子大学

園 田 学 園女 子 大 学
創

価 大 学
大 正 大 学

拓 殖
大 学

天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学

東北 公益 文 科 大 学
東 海 大 学
常 磐 大 学

東 京医 療 保 健 大 学
東 京 女 子 大 学
東 京女 子 医 科 大 学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学
東 京 情 報 大 学

東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学

東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学

山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学
四日市看護医療大学
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